
 
小学校・中学校・高等学校等を通じた英語教育改革を進める文部科学省では、平成26年度より英語教員の英語力・指導力強化を図る観点から、

英語指導力向上事業「英語教育推進リーダー中央研修」を外部専門機関に委託し実施しています。同研修は、全国の国・公・私立学校の英語教員
を対象にしているものの、公立学校を中心とした研修の仕組みになっていることから、私学関係者の要望に応えて、文部科学省は平成 27 年度よ
り私立学校教員が参加しやすいよう受入体制を整備し、私立学校教員も参加できるようになりました。 
しかし同時に、次期学習指導要領や大学入学者選抜改革を含めて国が進める英語教育改革に係る最新の情報が、私立学校には十分に 

伝わっていない実情もあり、私立学校教員は公立学校教員に比べ情報量が少ない故に埒外に置かれた感は否めません。 
ついては、私立学校においても、外国語(英語)教員の外国語(英語)力・指導力強化を図るためには、教員が 21 世紀型教育に相応しい 

最新の教授法と情報を早急に取り入れる必要があることから、平成 27 年度より専門家の指導による特別研修≪外国語(英語)教育改革特別部会≫
を、全国 5つのエリアで実施いたします。 

 
 
 
 

 
 

 

 

◆ 会  期 ◆ 平成２８年２月１９日（金）～２０日（土） 
◆ 会  場 ◆ 同志社中学校・高等学校（１９日） 
                京都市左京区岩倉大鷺町 89（地下鉄烏丸線「国際会館駅」すぐ） 

        アランヴェールホテル京都 ３階「五条」ほか（２０日） 
          京都市下京区五条通東錺屋町 179（地下鉄烏丸線「五条駅」徒歩２分） 

◆ 募集人員 ◆ ６０名 
◆ 参 加 費 ◆ １９，０００円（2日目の昼食費を含みます。宿泊費は含みません。） 

＊宿泊の斡旋は致しませんので、手配はご自身でお願いします 
◆ 参加対象 ◆ 私立中学校・高等学校・中等教育学校の英語科教諭 

◆ プログラム ◆  

① 研究授業   同志社中学校・高等学校（ICT を活用した英語の授業視察等） 

② 実践発表   テーマ 「ＩＣＴを活用した英語の授業デザイン」 
発表者  反 田   任  同志社中学校・高等学校 教諭 

  ③ 質疑応答・意見交換   グループでの意見・情報交換を通して課題を探求します 

④ 講  演    演  題 「GOAL2020 にみる英語教育改革のポイントと指導への示唆」 
講  師  投 野 由紀夫 東京外国語大学大学院総合国際学研究院 教授 

⑤ ワークショップ  ※ワークショップ後にグループに分かれて意見交換会を行います。 

テーマ 「英語で授業のヒント Teaching English in English」 
(1)語彙指導 ／ (2)文法指導デモレッスン ／ (3)文法指導レッスン分析 

※文部科学省「英語教育推進リーダー中央研修」受講者が担当します。研修内容の一部をご紹介し、日頃
の授業での活用方法を考えます。 

講  師  伊 藤 佳 貴 大 同 大 学 大 同 高 等 学 校 教諭  

原 田 貴 之 愛 知 中 学 校 ・ 高 等 学 校 教諭  

中 川 千 穂 昭和女子大学附属昭和中学校・高等学校 教諭  
東 山 泰 浩 京 都 外 大 西 高 等 学 校 教諭  

石 井 玲 子 大 阪 成 蹊 女 子 高 等 学 校 教諭  
桑 野 健太郎 九 州 国 際 大 学 付 属 高 等 学 校 教諭  

吉 田 美和子 鹿 児 島 育 英 館 高 等 学 校 教諭  

      ◆ 日程概要【予定】 ◆  
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私立学校特別研修会 

外国語（英語）教育改革特別部会 
［西日本エリア］ 
実 施 案 内 

 

主催 一般財団法人私学研修福祉会 ／ 協力 一般財団法人日本私学教育研究所 ／ 後援 日本私立中学高等学校連合会 
 

当部会【西日本エリア】では、初日は中学校における iPad での英語授業・共同学習等に先進的に取り組む同志社 
中学校・高等学校を会場に、ICT を活用した英語の授業等の視察、改革に関する実践発表、視察校の教員を交えて意見 
交換等を行います。翌日は市内のアランヴェールホテル京都において、東京外国語大学大学院総合国際学研究院教授の投野
由紀夫先生による講演、私学の新しい英語教育の中核を担うべく文部科学省「英語教育推進リーダー中央研修」に参加した
私学教員を講師に迎え、中央研修で最も関心を持ち、有益と感じた内容について、ワークショップを通して学びます。また、
参加者の交流を深めてネットワークづくりを進める情報交換会等、多彩なプログラムを用意しています。 

http://www.js.doshisha.ac.jp/
http://www.aranvert.co.jp/


 

◆ 学校紹介 ◆ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆ 講師プロフィール ◆ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆ 講師・発表者・指導員（順不同）◆ 

投 野 由紀夫 国立大学法人東京外国語大学大学院総合国際学研究員教授 

反 田   任 同志社中学校・高等学校 教諭 

伊 藤 佳 貴 大同大学大同高等学校 教諭  

原 田 貴 之 愛知中学校・高等学校 教諭  

中 川 千 穂 昭和女子大学附属昭和中学校・高等学校 教諭  

東 山 泰 浩 京都外大西高等学校 教諭  

石 井 玲 子 大阪成蹊女子高等学校 教諭  

桑 野 健太郎 九州国際大学付属高等学校 教諭  

吉 田 美和子 鹿児島育英館高等学校 教諭 

吉 田   晋 富士見丘中学校・高等学校 理事長・校長 

 

◆ 特別委員・指導員（順不同）◆ 

反 田   任 同志社中学校・高等学校 教諭 

田 中   歩 工学院大学附属中学校・高等学校 教諭 

川 本 芳 久 一般財団法人日本私学教育研究所事務局長代行 

山 﨑 吉 朗 一般財団法人日本私学教育研究所主任研究員 

同志社中学校・高等学校 〔理事長 水谷 誠／校長 木村良己〕 

1875(明治8)年、新島 襄 によって創立され、「こころざし」によって建てられた志(私)立学

校であり、キリスト教を徳育の基本とするキリスト教主義学校である。「同じ志を持つ者たちの

結社＝同志社」という学校名称の真ん中に「志」を据え、「キリスト教主義・自由主義・国際主

義」という三つの「志」を軸に、「一国の良心」とも言うべき「良心を手腕に運用する人物」を

世に送り出すことに努めている。 

 戦後の教育改革の中、今出川キャンパスで同志社中学校、同志社高等学校としての歩みを始

め、高等学校の岩倉キャンパス移転に伴いそれぞれの歴史を刻んできたが、2010年に「中高統

合」、中学校の今出川キャンパスからの移転を経て、現在、同志社中学校・高等学校として建学

の精神に基づく教育を実践している。2006年に開校した同志社小学校（大学付属）と共に、岩

倉キャンパスでの小、中・高一貫という「同志社良心教育」の一大潮流となっている。 

比叡山・北山・宝ヶ池に包まれた広大なキャンパスには、中学教室棟：立志(りっし)館・高校

教室棟：桑志(そうし)館・チャペル棟：宿志(しゅくし)館という3つの「志」を核にして、それ

らを支える各種機能を有した校舎群が建ち並ぶ。中学では、生徒作品や教科教材を展示したメ

ディアスペース・教科ステーション・HOME-BASE を教科専門教室に隣接させた参加型の学び

と専門的な学びを深める「教科センター方式」。高校では、HOME-ROOM を主体に、異なった

指向を持つ仲間たちが共に生き、自主的・主体的に学ぶ「特別教室方式」。いずれも「HOME」

という居心地の良い、居場所のある教育空間が創り出され、発達段階に応じた同志社一貫教育

を通して、良心を磨きつつ、「豊かな人間性」「優れた学問性」「違いを認め合える共生力」とを

培い続けている。2014年度中学新入生より一人一台の iPadを導入、ICT教育を推進している。 

投野 由紀夫（とうの ゆきお） 

東京外国語大学大学院総合国際学研究院教授。1961 年生まれ。東京学芸大学大学院修士
課程、ランカスター大学大学院言語学科博士課程修了。言語学博士。専門は辞書学・コーパ
ス言語学を応用した英語語彙習得研究。ＮＨＫテレビ英語講座『100語でスタート! 英会話』
（2003－2005年度放送）で講師を勤め、日本で初めて語学番組にコーパスを導入。中央教
育審議会教育課程部会外国語ワーキンググループ委員（2015 年 10 月～）。著書に
Corpus-Based Language Studies（共著、Routledge）、『英語語彙習得論』（編著、河
源社）、Research on Dictionary Use in the Context of Foreign Language Learning （Max 
Niemeyer）、『英語語彙の指導マニュアル』（共著、大修館書店）、『コーパス練習帳』
（ＮＨＫ出版）、『コーパス英語類語使い分け 200』（小学館）。小学館コーパスネットワ
ーク監修。 

http://www.js.doshisha.ac.jp/


 

◆ 日程表 ◆ 
２月１９日（金）                                                        〔会場 同志社中学校・高等学校〕   
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15:30 
 
 
 
 
 

16:00 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
17:20 

 
受 付 〔宿志館 グレースチャペル入口〕 

◇開会式                             〔会場 宿志館グレースチャペル〕 

 

１．開会の辞 

２．挨拶          一般財団法人日本私学教育研究所 理 事 長 吉 田   晋 

３．視察校代表挨拶  同 志 社 中 学 校 ・ 高 等 学 校 校   長 木 村 良 己 

４．日程説明     同 志 社 中 学 校 ・ 高 等 学 校 教   諭 反 田   任 

５．閉式の辞 

◇研究授業 

５時間目 ※ＨＣはハーフサイズクラス（18 名）の授業 

学年・クラス・授業名 授業者 会  場 

中学１年Ｈ組「英語」 入 沢 剛 志 立志館３階（英語小教室１） 

中学１年Ｈ組「英語」 丹 波   薫 立志館３階（英語教室２） 

中学２年Ｇ組「英会話」 Daniel Whiteman 立志館３階（英語小教室２） 

中学２年Ｇ組「英語ＨＣ」 齋 藤 佳 子 立志館３階（英語教室３） 

中学２年Ｂ組「英語」 反 田   任 立志館３階（英語教室１） 

中学３年Ｂ組「英会話」 Robert Janos 立志館３階（英語小教室３） 

中学３年Ｂ組「英語ＨＣ」 宇田川 恭 弘 立志館３階（英語教室５） 

高校２年Ｃ組「コミュニケーション英語Ⅱ」 瀬 尾 由 佳 桑志館３階（高２－Ｃ） 

高校２年Ｄ組「コミュニケーション英語Ⅱ」 白 井 利 佳 桑志館３階（高２－Ｄ） 

高校２年Ｅ組「コミュニケーション英語Ⅱ」 宮 川 佳 子 桑志館３階（高２－Ｅ） 

６時間目 

学年・クラス・授業名 授業者 会  場 

中学１年Ｃ組「英語ＨＣ」 香 月 佳容子 立志館３階（英語教室３） 

中学１年Ｃ組「英語ＨＣ」 David Foreman 立志館３階（英語小教室１） 

中学２年Ｆ組「英会話」 Daniel Whiteman 立志館３階（英語小教室２） 

中学２年Ｆ組「英語ＨＣ」 西 川 奈 代 立志館３階（英語教室４） 

中学３年Ｅ組「英語」 加 藤 哲 也 立志館３階（英語教室５） 

中学３年Ｂ組「英語」 皆 川 祥 吾 立志館３階（英語教室２） 

高校２年Ｆ組「コミュニケーション英語Ⅱ」 瀬 尾 由 佳 桑志館３階（高２－Ｆ） 

高校２年Ｆ組「コミュニケーション英語Ⅱ」 白 井 利 佳 桑志館３階（高２－Ｆ） 
 

◇実践発表                             〔会場 恵潤館３階  大会議室〕 
司会 田中 歩 外国語（英語）教育改革特別委員 

テーマ 「ＩＣＴを活用した英語の授業デザイン」 
発表者 同志社中学校・高等学校 教諭 反 田   任 

◇分科会（中学校、高等学校授業者との質疑応答・意見交換）      〔会場 恵潤館３階  大会議室〕 

研究授業・実践発表を受けての質疑応答の後、グループに分かれて意見交換を行います。 

１．質疑応答（16:00～16:20）      司会  山﨑吉朗 一般財団法人日本私学教育研究所主任研究員 

     指導助言 同志社中学校・高等学校 英語科教諭 

２．意見交換会（16:20～17:20） 

  ファシリテーター 反田 任／田中 歩・外国語（英語）教育改革特別委員、山﨑吉朗・主任研究員 

 

http://www.js.doshisha.ac.jp/jhs/map1/doshisha_iwakura/panoramic_doshisha_hs.html


 

２月２０日（土）                                    〔会場 アランヴェールホテル京都〕 

※プログラムの内容等は変更となる場合があります。 
※名刺をご持参下さい。    
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◇講演                                    〔会場：３階 五条〕 
司会 反田 任 外国語（英語）教育改革特別委員 

演 題 「GOAL2020 にみる英語教育改革のポイントと指導への示唆」 
講 師 国立大学法人東京外国語大学大学院総合国際学研究院 教授 投 野 由紀夫 

◇ワークショップ 

テーマ 「英語で授業のヒント Teaching English in English」 

※文部科学省「英語教育推進リーダー中央研修」受講者が担当します。研修内容の一部を
ご紹介し、日頃の授業での活用方法を考えます。 

(1)語彙指導 

(2)文法指導デモレッスン 

(3)文法指導レッスン分析 

講  師  大 同 大 学 大 同 高 等 学 校 教諭 伊 藤 佳 貴  

愛 知 中 学 校 ・ 高 等 学 校 教諭 原 田 貴 之  

昭和女子大学附属昭和中学校・高等学校 教諭 中 川 千 穂 

京 都 外 大 西 高 等 学 校 教諭 東 山 泰 浩 

大 阪 成 蹊 女 子 高 等 学 校 教諭 石 井 玲 子 

九 州 国 際 大 学 付 属 高 等 学 校 教諭 桑 野 健太郎 

鹿 児 島 育 英 館 高 等 学 校 教諭 吉 田 美和子 

    〔会場：Ａ：２階 嵯峨・貴船／Ｂ：３階 高雄／Ｃ：３階 五条（大）〕 

◇昼 食  ※各ワークショップ会場 

◇ワークショップ 

テーマ 「英語で授業のヒント Teaching English in English」 

(1)語彙指導 

(2)文法指導デモレッスン 

(3)文法指導レッスン分析 

講  師  大 同 大 学 大 同 高 等 学 校 教諭 伊 藤 佳 貴  

愛 知 中 学 校 ・ 高 等 学 校 教諭 原 田 貴 之  

昭和女子大学附属昭和中学校・高等学校 教諭 中 川 千 穂 

京 都 外 大 西 高 等 学 校 教諭 東 山 泰 浩 

大 阪 成 蹊 女 子 高 等 学 校 教諭 石 井 玲 子 

九 州 国 際 大 学 付 属 高 等 学 校 教諭 桑 野 健太郎 

鹿 児 島 育 英 館 高 等 学 校 教諭 吉 田 美和子 

        〔会場：Ａ：２階 嵯峨・貴船／Ｂ：３階 高雄／Ｃ：３階 五条（大）〕 

◇意見交換会 

  ワークショップに関して、講師および参加された先生方で、質疑応答を交えながら意見交換を行います。 

ファシリテーター 反田 任、田中 歩・外国語（英語）教育改革特別委員／山﨑吉朗主任研究員 

〔会場：Ａ：２階 嵯峨・貴船／Ｂ：３階 高雄／Ｃ：３階 五条（大）〕 

◇閉会式                                   〔会場：３階 五条〕 

 
１．開式の辞 
２．総括 一般財団法人日本私学教育研究所 主任研究員 山 﨑 吉 朗 
３．閉会の辞 

解 散 



 

◆ 参加申込み方法 ◆  

１．「参加申込書」に必要事項をご記入の上、下記申込み先に FAX または郵送でお送り下さい。 

① 申 込 み 先  

 

 

② 申 込 み 締 切 日  平成２８年２月５日（金）必着 

    申込みは先着順に受け付けます。募集人員を超えた場合は期日前でも締め切らせていただくことがあります 

（申込みを締切った場合は当研究所ホームページでお知らせする予定です）。 

２．参加申込書受付後、「参加確認証」及び「参加費等請求書（コンビニ払込用紙）」をお送りします。 

「参加確認証」は、研修会当日受付にご提示下さい。 

◆ 参加申込後の注意 ◆ 

１．参加費（19,000 円）は、「参加費等請求書（コンビニ払込用紙）」払込用紙で、指定されたコンビニエンス 

ストアでお支払い下さい。なお、参加費の領収書は「払込受領書」をもって代えさせていただきます。 

2．参加申込み後のキャンセル・欠席等については、必ず FAX にてご連絡下さい（FAX 送信後、当研究所から確認の連絡がない

場合は必ず電話にてご確認下さい）。参加費のご返金・キャンセル料等は下記の取扱いといたします。 

 2 月 12 日（金）・15 時迄のご連絡  2 月 12 日（金）・15 時以降のご連絡及び無断欠席 

事務手数料 1,000 円を差引いた参加費を

返金いたします。 

参加費はご返金できません。研修会資料等の発送をもって代えさせ

ていただきます。参加費未払いの場合は、キャンセル料として全額 

（19,000 円）を申し受けます。天変地異や自然災害によるキャンセル

の場合は、状況により対応しますので、ご相談下さい。 

◆ 個人情報の取扱いについて ◆ 

当研究所では、研修会に参加される方の個人情報は厳重に管理・保護し、その取扱いについては、法令その他の規範を遵

守し、細心の注意を払っております。参加申込書にご記入いただいた個人情報は、「参加確認証」及び研修会参加のために

必要な書類の送付、実施要項の名簿作成、当研究所の各種研修会開催等のご案内の送付、また、何らかの理由で研修会に参

加される方に連絡を要する事態が生じた場合のみに利用いたします。 

◯ 傷害保険について  

本研修期間中の参加者等の傷害保険には、加入いたしませんのでご承知置き下さい。 

◆ 会場案内 ◆ 

同志社中学校・高等学校              アランヴェールホテル京都 

 

 

 

 

 

 

 

・ 

 

 

 

 

・地下鉄烏丸線「国際会館」駅２番出口すぐ 

※地下鉄烏丸線「京都」から「国際会館」までの所要時間(乗車時間)

は約 20 分。 

・地下鉄烏丸線「五条」駅下車、２番出口を直進 徒歩２分。 

※地下鉄烏丸線「京都」から「五条」までの所要時間(乗車

時間)は約 1分。 

一般財団法人日本私学教育研究所・私立学校特別研修会担当 宛 

〒102-0073 東京都千代田区九段北4-3-8 市ヶ谷UNビル6階 

 TEL 03-3222-1621 FAX 03-3222-1683   ホームページhttp://www.shigaku.or.jp/  

http://www.js.doshisha.ac.jp/high/About-Doshisha/access.html
http://www.aranvert.co.jp/access.htm
http://www.shigaku.or.jp/


 

一般財団法人日本私学教育研究所 行        【申込締切日：２月５日（金）必着】 

 FＡＸ ０３-３２２２-１６８３   

平成27年度 全国私立中学高等学校 私立学校特別研修会 

外国語（英語）教育改革特別部会【西日本エリア】参加申込書 
平成   年   月   日 

 

参加者氏名 

（ふりがな） 職 名 

 
 

参加者連絡先 
 教員勤務年数 ※ 

     年 

 メールアドレス* 

 
 

受付番号記入欄 (研究所記入欄) 

 

参加者氏名 

（ふりがな） 職 名 

 
 

参加者連絡先 
 教員勤務年数 ※ 

     年 

 メールアドレス* 

 受付番号記入欄 (研究所記入欄) 

 

※英語教員としての通算勤務年数をご記入下さい。 
＊今後、当研究所からの研修会のご案内等のメール配信をご希望の方は、メールアドレス(携帯電話のメールは不可)をご記入下さい。 
 

学 校 名 

 

学校区分 
1．中学校  2．高等学校  3．中高併設校  4．中等教育学校 

A. 男子校  B. 女子校   C. 共学校（含む男女別学校） 

学校住所 

〒 

 

 

 

TEL       （       ）       FAX      （       ） 

 

通 信 欄  

男 

女 

☆緊急の場合、確実に連絡が取れる携帯電話番号、自宅電話番号等をご記入下さい。 

男 

女 

☆緊急の場合、確実に連絡が取れる携帯電話番号、自宅電話番号等をご記入下さい。 

※上記参加者本人または学校住所以外への送付を希望する場合は、通信欄に送付先・受取人氏名をご記入下さい。 

◇ FAX または郵送でお申込み下さい。 


